
 

 

まだまだ寒い日が続きますが、日総だよりはもう３月号です！東京オリンピック２０２０

開催の暑い夏も記憶に新しい今日この頃、あっという間に季節は過ぎ、北京２０２２冬季オ

リンピックに再び世界は沸き立ちました。終息するかと思われたコロナウィルスは第六波を

迎え、まだまだ不安と混乱の中にありますが、スポーツの力は私たちに元気を与えてくれま

した。日本総合教育専門学校ももうすぐ卒業の季節を迎えます。最終学年はラストスパート

です！学生たちの頑張っている姿に私たちは日々、元気をもらっています。 

さて、２月４日は、学生たちにとってのオリンピックのような集大成「卒業制作発表会」

がありました。今年度も感染防止対策の為、２回公演とするなど様々な制限の中ではありま

したが、無事に開催でき嬉しく思っています。今年の音楽劇は、こども学科３年生が「ムー

ラン」、幼児教育学科４年生が「ライオンキング」、卒業制作発表は「日本給食の特徴と世界

の給食との違い」、「となりのトトロが愛される理由」、「ICT 教育の理想と実際について」の

発表でした。さすがは最上級生らしく、２回公演を立派にやり遂げ、思い出に残る一日とな

りました。 



 

 

☆坂嵜美早紀☆ 

いよいよ卒業ですね。にぎやかなみんなからは、

いつもエネルギーをもらっていました。これからも

仲間と自分を大切にしてください！ありがとう！ 

「日の丸飛行隊」                                                           文責 髙木  

 コロナ渦の中、北京五輪がやっと終わった。政治・人種人権・差別・採点・薬物・感染対策と問題が山積する

中、日本選手団は１８個のメダルを獲得。獲得数では全体の１２位でトップはノルウェーの３７個であった。 

私が１８歳の冬、大学の食堂で釘付けになった１９７２年札幌五輪男子スキージャンプ７０ｍ級（現在のノーマ

ルヒル）は、後に日の丸飛行隊と呼称される日本の３選手が金銀銅で表彰台を独占。この大会のメダル数は意

外にこの３個だけ。しかしこの３個で日本のメダル獲得数は全体の１１位。トップは旧ソ連の１８個であった。如

何に競技数が拡大したか実感させられる。そのような半世紀前と現在を比較すると世の中は、冬季五輪競技数

拡大という変化よりもはるかに上回る勢いで変化し、各種格差をも生み出してしまっている感がある。 

教育界にあっては、少子化・ゆとり教育・生きる力の構築・部活動の廃止と社会体育化・働き方改革・管理職

職種の拡大などその都度、対応してきたものの、問題は一向に改善に向かってないよう私には思える。このこと

は教員希望数の減少が物語っている。そのような中この春、教職に就く卒業生には、今だからこそ、子ども達を

中核に据えて、教育愛に燃え、教員として意気を鼓舞し、日々の泣き笑いの中にやり甲斐をひしひしと自覚し、

そのことをエネルギーとして活躍してくれることを切に願う。 

 

☆本田美和☆ 

思い返すと、出てくるのはみんなの笑顔ばかり😊

３年間・４年間、笑って話した記憶で私も思い出

がいっぱいです。みんなも楽しかった日総でのこ

と忘れないでくださいね！頑張れ！新社会人！！ 

☆立山清史☆ 

卒業おめでとう！学校生活はもち

ろん、自治会活動、オープンキャ

ンパス、学校説明会と君たちとは

思い出がたくさんです。日総を選

んでくれてありがとう。あと一ヶ

月ちょっとで社会人！みんなから

頼られ、自分の理想とする先生

を目指して精一杯頑張ってね！！ 

😢

☆松本まどか☆ 

卒業おめでとうございます！ 

3年間、4年間、本当によく頑張りましたね！色々と楽

しませてくれたみんながいなくなると思うと寂しくてた

まりません…。またいつか、一回り成長した姿に会える

ことを楽しみにしています。みんなの未来に幸あれ★ 

☆松本星太☆ 

君たちと過ごした時間、どこを思

い出しても全てが僕の宝物です。

３年間・４年間、楽しいことばかり

じゃなかったと思うけど、本当に

ここまでよー頑張ったね。日総生

らしく、４月からは社会で思いきり

輝いてください。 

ずっとずっと、いつまでも応援して

います。卒業おめでとう 

☆尾﨑慶彦☆ 

騒がしい人達が一気に抜けるので寂しくなります。

色んな行事やボランティア等へのお願いを二つ返

事で了承して更に楽しんで参加してくれてありがと

う！その経験がいつかどこかで役に立つはずです！ 

☆髙木三朗☆ 

 


